
平成２５年度　 評価規準表 ２ 学年

観点項目

生活や技術への関心・意欲・態
度

生活を工夫し創造する能力

生活の技能

生活や技術についての知識・理
解

観点別① 観点別② 観点別③ 観点別⑤

生活や技術への関
心・意欲・態度

生活を工夫し創造
する能力

生活の技能

作品・作業
授業の取り組み

２２ １０ １２

自己評価表
授業の取り組み

１０ １０

提出物（ノート・プリントなど） ２５ １０ ５ ５

定期テスト ４３ ５ １０ ８

Ⅰ期 ２５ ２５ ２５

Ⅱ期 ２５ ２５ ２５

Ⅲ期 ２５ ２５ ２５

↓ ↓ ↓
１００換算点平均 １００換算点 １００換算点 １００換算点

絶対評価素点 観点別①評価素点 観点別②評価素点 観点別③評価素点

絶対評価 １ ２ ３ ４

絶対評価素点 ０～1９ ２０～４９ ５０～７９ ８０～８９

観点別評価 Ａ Ｂ Ｃ

観点別評価素点 ８０～１００ ５０～７９ ０～４９

※　技術科および家庭科は両教科の合計点を１００換算点になおし、技術・家庭科として評価します。

５

９０～１００

↓

←
観点別④評価素点

２５

１００換算点

２５

２５合計点

５

２０

授業の取り組み
提出物
自己評価表
定期テスト

授業の取り組み
提出物
作品
定期テスト

授業の取り組み
提出物
作品
定期テスト

定期テスト
提出物

・コンピュータの利用方法や働きについて説明できる。
・アプリケーションソフトウェアの機能や用途がわかる。
・Ｗｅｂページの構造やプロバイダ、サーバの役割が理解できる。
・栽培の方法や語句について理解している。
・コンピュータや栽培の基礎的事項について理解している。

評　　価　　規　　準

評　　価　　方　　法 合計点数

技術科

観点別④

生活や技術につい
ての知識・理解

・生活の場面の中からコンピュータや生物育成の技術が利用されている場面や理由に関心を
持ち、進んで考えることができる。
・情報や生物育成と生活との関わりを進んで考えることができる。
・作品の制作や栽培に意欲的に作業に取り組む姿勢がある。

・集めたい情報の項目や観点をあげることができる。
・コンピュータの特徴を活かし、制作品を工夫している。
・栽培技術の工夫について考えることができる。

・ディジタル作品を制作することができる。
・制御のしくみを理解し、模型を制御できる。
・栽培の作業を適切に行うことができる。

評　　価　　方　　法


